
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和 ２年  ５月 １４日 

学校名 福井市豊小学校     

校長氏名 福本 ゆうみ     

様式第２号                                                  （提出日）令和３年２月９日 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 豊地区の環境、地球環境について学習します。 

② 学校での節電、節水に努めます。 

③ 地域と連携して、資源回収等、リサイクル活動に努めます。 

２ 取組内容 

① 総合的な学習の時間を使った環境学習 

・５学年を中心に、豊地区を流れる狐川の環境を調査し、現状や問題を考える事を通して、豊地区の環

境をより良くしていく方法を考え、町作りのアイディアや心構えがもてるようにしていきます。また

それらを下学年に伝えたり、地域へ発信したりしていきます。 

② 節電・節水の取り組み 

・環境委員会の活動として、校舎内の見回りを行い、節電、節水がなされているかを調べ、結果発表を

し、校内に節電、節水を呼びかけていきます。 

③ 地域と連携しての分別回収、清掃活動 

・新聞・雑誌等古紙の回収を豊教育振興会や地域と連携して実施します。また学校の取組として、環境

委員会が中心になり、毎月１回アルミ缶回収を行います。夏季休業中には親子で参加する、学校清掃

を実施します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

③の資源回収、毎月１回のアルミ缶回収、親子での学校清掃活動を通じて、自分の仕事に責任をもち、地域

の様々な人との関わりや協力を大切にしながら、主体的に取り組もうとする態度を養う（⑥つながりを尊重す

る態度・⑦進んで参加する態度）。 



福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

豊小学校 

（  

１ 今年度の目標（学校の約束） 

④ 豊地区の環境、地球環境について学習します。 

⑤ 学校での節電、節水に努めます。 

⑥ 地域と連携して、資源回収等、リサイクル活動に努め

ます。 

２ 取組内容 

④ 総合的な学習の時間を使った環境学習 

・５学年を中心に、豊地区を流れる狐川の環境を調査し、現状や問題を考える事を通し

て、豊地区の環境をより良くしていく方法を考え、町作りのアイディアや心構えがも

てるようにしていきます。またそれらを下学年に伝えたり、地域へ発信したりしてい

きます。 

⑤ 節電・節水の取り組み 

・環境委員会の活動として、校舎内の見回りを行い、節電・節水がされているかを調

べ、結果発表をし、校内に節電・節水を呼びかけていきます。 

⑥ 地域と連携しての分別回収、清掃活動 

・新聞・雑誌等古紙の回収を豊教育振興会や地域と連携して実施します。また学校の取

組として、環境委員会が中心になり、毎月１回アルミ缶回収を行います。夏季休業中

には親子で参加する、学校清掃を実施します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

③の資源回収、毎月１回のアルミ缶回収、親子での学校清掃活動を通じて、自分の仕事

に責任をもち、地域の様々な人との関わりや協力を大切にしながら、主体的に取り組もう

とする態度を養う（⑥つながりを尊重する態度・⑦進んで参加する態度）。 
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 【具体的効果】 

⑦ 総合的な学習の時間を使った環境学習 

・５学年を中心に、豊地区を流れる狐川の環境を調査した。予想よりさまざまな

生き物に会えたことで更に親しみを持った。しかし、ごみや、生き物は汚れた

川をすみかにしていることを学習し、川をきれいにしていくことの必要性を感

じていた。児童が考えた取り組みを４年生に伝えることができた。 

⑧ 節電・節水の取り組み 

・環境委員会の活動として、校舎内の見回りを行い、節電・節水がされているか

を調べた。今年度は換気をしながらの冷暖房を行ったので、節電の効果は一見

するとわかりにくいが、健康を守るために必要な冷暖房は使うこと、手洗いは

時間や活動毎にきちんとするが、蛇口の閉め忘れには注意する、といった、こ

れからの生活の中で必要なことを考えた。さらに、各手洗い場に節水ポスター

を作り呼びかけることで、全校に注意喚起することができた。 

⑨ 地域と連携しての分別回収、清掃活動 



 

 

・新聞・雑誌等古紙の回収を豊教育振興会や地域と連携して実施した。 

   児童の委員会でも各教室の古紙を回収し、資源として役立てる案がまとまり、

回収ボックスを作製して各学級に配付し、生かすことができた。 

・児童の環境委員会の毎月１回アルミ缶回収は、児童玄関を密にしない配慮のた

めもあり、例年のように登校時の回収はできなかった。分類軽量も保護者が行

った。夏季休業中の学校清掃も、例年は児童も参加していたが、今回は保護者

のみで行った。 

【改善点】 

・例年行ってきた、児童参加でのアルミ缶回収や親子清掃が今年度はできなかった。 

・資料で環境を守る意義を学習することができたが、児童の実感としてはこれまでよ

り乏しい。 

・学校内の環境を調べ、それを生かした取り組みに重点をおき、児童が実感できるよ

うにしていきたい。 


